
学校・まなび教室・学童クラブで、
情報共有などの連携が取りやすくな
りました︕

お互いの事業への理解が深まりました。
今後、両事業の参観も予定しており、児
童支援に役立てていきたいです︕

令和５年度「放課後子どもミーティング」実施校

京都市では、放課後の子どもたちの居場所づくりや、健やかに育まれる環境を推進する
ため、「放課後まなび教室」と「学童クラブ事業」を実施しています。
京都市では、放課後の子どもたちの居場所づくりや、健やかに育まれる環境を推進する
ため、「放課後まなび教室」と「学童クラブ事業」を実施しています。

放課後ニュース（まなび・学童）特別号
放課後まなびニュース 令和6年7月号 NO.30

全ての子どもたちにとって、安心・安全で、多様な居場所を提供する「こどもまんな
か」な放課後を実現するため、京都市では、令和４年度から、学校・学童クラブ・放課
後まなび教室の関係者が集まり意見交換を行い、連携を深める「放課後子どもミーティ
ング」を実施しています。

全ての子どもたちにとって、安心・安全で、多様な居場所を提供する「こどもまんな
か」な放課後を実現するため、京都市では、令和４年度から、学校・学童クラブ・放課
後まなび教室の関係者が集まり意見交換を行い、連携を深める「放課後子どもミーティ
ング」を実施しています。
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ミーティング参加者のご意見ミーティング参加者のご意見 直接顔を合わせて話すことでお互い
の人柄を知り、些細なことも相談で
きるようになりました︕

子どもたちが過ごしやすい放課後を作るために

「放課後まなび教室」とは
・全ての小学生に、「自主的な学びの場」と「安心・安全な居場所」を提供する事業

「学童クラブ事業」とは
・就労などで放課後に保護者がいない家庭の小学生を安全に保護し、健やかに育成する事業

＜令和５年度＞放課後子どもミーティング実施校
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連携の意義・目的
子どもたちの放課後に関わる関係者がより一層相互理解を深め、顔の見える関係性を構

築することで、子どもたちにとって安心・安全な放課後づくりに取り組むことです。
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放課後子どもミーティング実施校に取材に行きました

勧修小学校区

梅津北小学校区

下鳥羽小学校区

放課後子どもミーティングの実施例を御紹介します♪

勧修小学校放課後まなび教室と勧修児童館では、令和５年１１月１４日
に、放課後子どもミーティングを実施しました。ミーティングでは、互い
の事業を紹介し、情報交換を行うだけではなく、まなび教室と学童クラブ
を同時利用する児童の所在確認について議論されました。
ミーティングに参加したまなび教室のスタッフからは、「学童クラブは

どこか他人のような感じがあったが、ミーティングを経て、学童クラブ担
当者の顔が見えるようになったので、些細なことも連絡を取り合えるよう
になった」、学童クラブのスタッフからは、「まなび教室を運営されてい
るスタッフがどのような方か知ることができて良かった。お互いの事業に
ついても情報共有できて良かった」と感想をいただきました。放課後の子
どもたちの居場所を守るため、些細なことでも相談し合える関係性を築き
始めていました。

梅津北小学校放課後まなび教室と梅津北児童館では、子どもの安全安心
な居場所づくりを目的に、令和５年度に引き続き、令和６年６月１２日に、
放課後子どもミーティングを実施しました。ミーティングでは、互いに情
報交換を行い、理解し合うことが一層安心安全な見守りに役立つことを確
認しました。
ミーティングに参加したまなび教室のスタッフからは、「学童クラブに

もまなび教室にも、『お互いに必要な情報がある』ということがよく分
かった」、学童クラブのスタッフからは、「まなび教室での過ごし方がよ
く分かった。これからも定期的に情報交換していきたい」と感想をいただ
き、お互いの「電話番号」を目につく所に大きく掲示しておくことも確認
し合いました。また、それぞれの取組内容やタイムスケジュールも交換し
合い、今後の活動につながるきっかけになりました。

下鳥羽小学校放課後まなび教室と下鳥羽児童館では、令和５年１１月１
６日に、放課後子どもミーティングを実施しました。
ミーティングでは、まなび教室と児童館との距離が離れていることもあ

り、安全面や参加児童の所在確認など、普段から見守りの情報交換が必要
だということを確認し合いました。これまでは学校を介して情報交換して
いましたが、ミーティング後は直接連絡を取るようになり、児童の安全確
認も迅速に行えるようになりました。また、まなび教室と児童館の両方を
利用している児童のそれぞれの場所での過ごし方も情報交換し、確認する
ようになりました。
このようなスタッフ同士の交流の機会を定期的にもてたら、という声が

上がる中、お互いの活動をより理解するために、令和６年６月１７日には
児童館スタッフが放課後まなび教室を見学しました。今後、まなび教室ス
タッフの児童館見学も検討しているようで、より連携が深まりそうです。


